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教師養成を規定する学校教育観
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Recently
，
　 modern 　 society 　 has　 been　 changing 　 so 　 rapidly 　 that 　 educational 　 environments 　 and

methods 　have　also 　had　to　change ．　For　example ，　 the　1990s　have　been　called 　the　age 　of
“

educa −

tional　revolution ，
”

which 　has　induced　significant 　evolution 　in　Japanese　traditional　education ，
in　 guidance　 methods

，
　 and 　 in　 educafion 　 theory．　 Traditional　 theory 　 in　 place　 since 　 the　 early

1970s，　has　changed 　so 　drastically　that　both　parents　and 　teachers　have　had　to　reflect ρensid
−

erably 　 on 　their　 new 　 roles 　in　education 　in　Japan．

Until　recently
，
　 schools 　 had　 functioned　 as　 a　 storehouse 　 of　 intellectual　 knowledge ．　 However ，

due　to　our 　new 　and 　complex 　social 　structures ，　 the　power 　of 　the　schools 　has　weakened ．　 It　 is
nQw 　 difficlllt　 to　 know　 who 　 is　 ultimately 　 responsible 　 for　 the　 education 　 of 　 the　child − the
schools 　or 　the　home ．　Parents　have　considered 　that　schools 　were 　responsible

，
　not 　just　for　basic

education
，
　 but　 also 　 for　 teaching 　 children 　 to　 be　moral 　and ．well −mannered ，

Certainly，　 the　extent 　 of 　 what 　 schools 　teach 　has　been　broadened，　 but　 many 　 people 　 may 　 now

think　that　both　the　home　and 　the　schools 　should 　sha 治e　 the　 burden　 of 　 teaching　 social 　 skills

and 　 Oharacter−building．　 This　 would 　 require 　 an 　 expansion 　 in　 the　 of 　 the　 role 　of 　 schools ，　 so

teachers 　nOw 　face　the　perplexing　problem　of 　how 　to　deal　with 　these　increased　 responsibilities ．

They　need 　to　respond 　professionally　 to　deal　with 　the　chal 卑enges 　of 　this　changing 　society
，
　and

to　help　 the　students 　in　their　care 　become　good 　citizens ，

This　paper　will 　analyze 　the　current 　situation ，　and 　suggest 　ways 　that　teachers　can 　grow 　pro−

fessionally　 to　 work 　 within 　society 　for　 the　good 　of　 the　 students ．
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　現代の社会が 目まぐる しく変化する中，教育の在 り様 も変化が現れて きて い る 。 1990年代は教育改

革 の 時代 と い わ れ ，明治 5 （1872）年 の 学制の 制定以来継 続 され て きた 日本の 伝統的 な学校制度，学

習指導方法 教育観が変化 して い る 。 そ の こ と に よ り大人 も子供 もその 対応に躊躇 して い る の が現状
で ある6 こ れ まで ，学校は 文化 の 伝承の 場所 と してそ の機能を果 た して きた 。 しか し，社会 の構造が

複雑多岐に わた る ようになる と
， 家庭教育や社会教育の教育力が課題 として取 り上げられ る よ うに な

り，世間は学校 を教育の 場 の 専売特許 と．して い る意識か ら，家庭 における 基本的な生活習慣の躾 や社

会人 として の 規範づ くりまで も学校教育の 一端 と して押 しつ ける傾向が 出て きた。確か に学校が受 け

持 つ 教育の 範囲は広範に わた るが，本来児童 ・生徒の 人格の 形成 は家庭 と学校 と社会がお互 い に関連

しあい なが ら推進 されて こ そ は じめて教育効果が期待で きる もの で ある 。 そ こ で ，これか らの 学校教

育に携わ る教師に は 多角的な教育観に基づ い た教育理念 を確立する こ とが 求め られ る 。 したが っ て ，
本論文で は教育の 原点を見 る こ とに よ り学校教育の 在 り方や教師 として の 立場に観点 をお き， さらに

教師として 目ま ぐる しく変化して い る現代の社会情勢を適切に 分析 する カ を養 い
， そ れ に対 して適切

な対応が で きるよ うに なるため の 方策を論述 する 。

キーワー ド ： 1　 学校教育観

　　　　　　 2　学習指導観

　　　　　　 3　 現代教師観
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1．は じめに

　モ リゾーとキ ッ コ ロ が 入場者を出迎 える中，

わが国で は大阪の 万国博覧会以来，国際的な規

模 として は35年振 りに 120ケ 国が参加す る とい

うス ケール で ，
“
自然の 叡智

”

の テ
ーマ の もと

に 平成 17年 3月25日に半年間の会期で オ
ー

プ ン

した 。

“
愛地球博

”
と名づ けられた愛知万博は，

文字通 り人 間の 英知 を結集 して
， 人間が 地球

（自然）と如何 に して共存 して い くかと い う大

きな課題 をもつ もの で ある 。 こ の 中に は情報化

社会が進 む中，地球 とい う宇宙の 星に住 む地球

人 と して ，環境問題 ，国際問題，福祉問題，等々

様々 な課題に対 して どの ように 立 ち向か うかが

問い かけられて い る の で は ない だ ろ うか 。

　と こ ろ で ，わが 国は昭和 40年代か ら50年代に

か けて，高度経済成長の 波に乗 り，科学 ・生産

技術 の 進展の 恩恵 を受けて 生産性が 向上 し ， 市

場 に は豊富な商品が出回 り，工 業 国と同時に消

費社会 を作 り上げてい っ た 。 そ の こ とに よ り人々

の 生活 の 様式に 変化が現れ は じめ，価値観 も多

様化 して い る 。 また，産業構造の変化 にともなっ

て ，就労体系に も変化が あらわれ，勤務時間帯

の多様化，市場の 拡大を図 っ た，全国にまたが

る工 場や営業所の 増設などによ っ て 労働者の単

身赴任，勤務 の 分散な どに よ り，家族が同じ時

間帯で ，同 じ空間で生活をするこ とが困難になっ

て きて い る 。 子供 たち も受験競争の 煽 りを受け

て ，学習塾や お稽古事 などで ゆ と りの ない 生活

を送 っ て い る 。 したが っ て ， 家族 と い えど も，

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン をと る 機会が極め て 少な く

な り，子供 と大人の 時代感覚に ますます の 開き

が 生 じて い る
。 そ の た め に もの の 見方や 考え方

に大 きな開 きが出始め，こ の こ とが特 に子供の

人格形成にあた っ て の教育に大 きな障壁 となっ

て い る 。

　また ，わが 国で はか っ て農業国で あ っ た時代

か ら，

一
変 して科学 ・生 産技術の 進展 に よ っ て

人々 の営み は生産生活か ら消費生活へ と移行 し

て い る 。 物の 豊富な時代 に生 まれ育っ た現在の

児童 ・生徒 は物の 本質を見極めるこ となく，家

庭や社会生活の営み とい う観点か らの み 利便性

を追求 し， その こ との みが豊かな生 活で ある と

い う倒錯 にか られ ， その 影に 人間と して の 豊か

な心 に対する見方の稀薄化が進 んで い る ように

思 われ る 。

　入間形成の 基礎 をなす幼児教育はそ の ス タ
ー

トで あ り，それ ぞれ の 学校 に お い て教育活動に

携 わる教 師自身が社会の 変化 に適切 に対応 出来

るこ とが不可欠 となる 。

2 ．人間の成長 を規定する要因

　（1） 素質 と環境

　人間は 身体 を持 っ た個体として存在 して い る 。

こ の 個体は遺伝子に よ っ て ，特性を伝 え，新 し

い 個体 を作 り出 して い る 。 その 意味で ，生 物は

遺伝子 の メ ッ セ ン ジ ャ
ー

（運搬者）で ある 。 受

精卵 と して始 まっ た新 しい 生命 は胎内で
， ある

程度の 成長 を遂 げる。人間 の 成長過程 にお い て

胎内環境 と出生後の 胎外環境とは根本的に異なっ

て い る 。 前者は生物体 と して の 成長 を促す生理

的な環境で あ り，後者の場合は学習 などに よ っ

て獲得 され る文化 的な環境 を指 して お り，その

環境 こ そが人 間 の 人格形成に大きな影響を与え

る 。 人 間 の 成長 を規定する根本的な力 となる も

の は素質にあるか ，それ とも環境の 方にある の

か が しば しば論 じられ る 。

一
般的に は，身体的

特徴は前者に よ っ て強 く規定され，精神的特質

は後者の 影響 を深 く受ける 。 人間に と っ て ，そ

の 遺伝子 ない し生得的な素質は運命 と して与 え

られた もの で あ り，それ を変え る こ とは で きな

い
。 しか し，従来で は 「素質 と環境が 人 間を形

成する」 とされ て きたが ，現在で は，「素質 と

環境 に規定され なが ら も活動する こ とに よ っ て

自己を具体化 し，具体 的に 生成 して い く」 と い

うの が 定説に な っ て い る 。 その ように考える と
，

人間に と っ て 活動 とは教育 を行 うこ とと言える

が ，
こ こ に教育の重要性が提言 され る こ とに な

る 。

（2） 学習と環境

出生直後の 人間個体はそれ まで の もの とは著

しく異なる環境 に直面するが，きわめ て 長 い 胎
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児期 を終えて い る に もかか わ らず，新 しい 環境

に適応する 備え を持た な い
。

つ ま り，新生 の 人

間の 素質に は潜在的な部分が多 く，それらは ま

だ現れて い ない
。 幼少期は潜在的な部分が多く，

しか もゆ っ くりと成長 し，人 間の素質の大部分

は長 い 時間か けて 現れ，その 時環境 に大 きく影

響 さ れ る こ と に なる 。

　また，成長期に関わ る 具体的な活動 ・行動が

きっ かけに なり， そ の 活動に よ っ て備えられ た

もの が素質と して 加わ る こ と に なる 。例えば直

立や 二 足 歩行は素質の 成熟で あ り， 歩 き方や走

り方は学習 の 成果 に よ っ て 獲得 される もの で あ

る と言 える 。 したが っ て．成長期の 成熟を確実

な もの に す るた め に学習する し，限られた成熟

を補 うた め に学習 に 工夫を加える こ とにな る 。

つ ま り， 素質や本能だけで は 自然に適応 で きな

い 。こ こ に教育を行 うこ との 意味が存在す る こ

とになる 。

　（3） 教育の 目的と環境

　教育に は無意図的な人間形成 と意図的な人間

形成の場が ある 。 例 えば，マ ス メ デ ィ ア な ど で

の 方法は前者で あ り，情報を受 け取る側 に 共通

した 目的意識 は存在せ ず ， 無駄が 多 く， 非能率

的で あ り内容 に対する課題性 も含ん で い る 。 し

か もそ の 場合 は 人間形成過程で の 結果は偶然的

なもの で ある。それ に対 して 後者の場合は相手

の 望 ま しい 成長に役立 つ こ とを意図 してお り，

相手の 望ま しい 目標，有効な方法，相手に 働き

かける活動が仕組 まれてお り，組織的 ・意図的 ・

計画 的 ・継続的 ・具体的で あ り学校が それ に相

当する 。

　現在で は社会生 活が複雑に な り，文化の 内容

が高度に な っ て い る 。 そ の ため に社会が学校 を

設立 し，制度的 に しか も専門的に教育するた め

の 組織が整備され て い る 。 そ こ で は人 の 配置，

教育の 目標，建物の 設置，学習者の 組織，学習

の 内容，時間等の 決定，財政 ・規則 な どに つ い

て組織 される 。

　教育を行 うとい うこ とは特定の 主体に よ る 目

的が なければならない 。そ して 人間の 作用 ・行

為の 過程にお い て 目的と方法が
一
対 とな っ て形

つ くられ て い る 。 したが っ て，教育の 目的の
一

つ は社会的同化をね ら っ て い る 。 よ りよ き社会

人になるため に は社会の ル ール を身に付ける必

要が ある。そ のため には青少年たちを一定の型

に はめ込む教育を施 さなければならない 。また，
一

方で は教育に おける文化の 伝達の 目的を もっ

て い る 。 こ の 教育で は第
一
次的な環境で ある 自

然に対 して働 きかけなが ら文化財を つ くり出 し

て い る 。 こ の 文化 につ い て 系統的に 配列 し，学

習が なされる こ と に なる 。

3 ．学校教育

　（1） 学校教育に対する 認識

　学校は本来，文化の 伝承の 場 として 自然の 形

で 地域 に馴染み なが ら設立 され た 。 それは，江

戸時代から明治初期 に見 られ る寺子屋 の教室風

景に学校教育の 原点を見る こ とが で きる 。 学習

の 内容は 「読み」．「書 き」「算盤」が 主で あ り，
一

人
一

人 の 向きが 違 うし，個別学習で あ り， し

か も同 じ内容の 勉強を
一

斉に は行 っ て い な い
。

と こ ろ が，明治に入 り，ヨ
ー

ロ ッ パ の 教育の 仕

組み を取 り入れ ，学習内容を効率良 く
一
斉に伝

達する た め に ，教室 とい う空 間が考え出 された 。

こ の 教室 と い う 「空間」の 持 つ 力は どこ に ある

か と言 えば
， 例えば 「前を見な さ い 」 と言 わな

くて も前 を見 る ，同 じ教授内容が
一

斉 に伝 わ り

一
斉授業が しやすい とい う空間で あ り，

こ の 一

斉学習 とい う方法か らみ る と，知識の 伝達 とい

う視点か らは効率の よい 方法で ある 。 こ の 方法

は 確か に，特 に知的な学力面で は大 きな成果 を

納め る こ とが 出来たが，
一方で は各教科の 勉強

は何の た めに ある の だろ うか とい う課題 も投げ

掛 け られ た。こ れ に対する回答は ，各教科 は専

門知識 を習得 した り， 職業の 準備教育で もない

とい うこ とで ある。そ れ は人が人 と して円満な

社会生活を営 んで い くため の ものである とい う

こ とが で きる だろ う。 例 えば，社会科 の 歴 史の

学習は歴 史に 出て来た 史実をこれか らの 生活に

ど の ように 活用 して い くか とい うこ とで ある 。

こ れが歴史に学ぶ と い うこ とで ある。つ まり，

今学習 して い る ことは，将来，日常の生活で役
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に立つ とい う自覚が なけ れ ば成立 しな い 。 しか

し t 学校にお ける教育 に対す る認識 は ，  い い

学校 に入る た め に は成績が 良 くなければ な らな

い
，   学校で 勉強す る こ とは将来何 らか の 役 に

立 つ ，  勉強 をしてお くと将来 よい 職業 に つ い

てよ い 人生 が お くれ るか ら ，   勉強する と 人間

と して成 長出来 ，勉強 を通 じて い ろ い ろな知識

や考え る力 を身に つ ける こ とで立派な人になる ，

  とに か く子供は学校 に行 っ て 勉強する の が 当

た り前 で あるな どで ある 。 しか し，本来の 教育

は家庭や 社会に お い て 生活 して い く場合 に学習

した内容を活用する能力を養 うこ とで あ り，こ

れが現在，「生 きた学力」 と言わ れ て い る も の

で ある 。 また ，
一

方で は現代社会にお ける産業

構造の 多様化 に伴 い
， 家庭生活に も変化が現れ

は じめ，本来は家庭教育が担 っ てい た内容まで ，

現在は学校が請け負うこ と に な り，現在で は家

庭や社会教育の補完の 場と もなっ て い る 。

　  　学校組織の 機能

　学校 の ような集団で 生活す る こ とが 強 く結び

付 い て い る場所で は，その 人が外見上 ，
一

見 し

て 集団 の
一

員 で ある か ど うか を判断 しなければ

ならない こ とが少なくない 。 そこ に は集団帰属

と して の ひ とま とま りを持 っ た 形が 必要に なっ

て くる 。
ス ．ポ

ー
ツ の 世界で もほ とん どは チ

ーム

と い う集団を形成する 。 例 え個人 的 な競技であ

る 陸上競技 （リ レ ーな どはそ うで は な い が ）で

も，オ リ ン ピ ッ ク の ように 日本の代表選手 とし

て の 集団帰属意識が重要にな っ て くる 。 ま して

はサ ッ カ ーや 野球の ようなチ
ー

ム プ レ
ー

は そ の

もの で ある 。 制服の こ とをユ ニ フ ォ
ー

ム （uni −

form ）と言 うが，ユ ニ とは統
一

され た ， また

フ ォ
ー

ム とは型 とい う意味 で あ る 。 また ，
ユ ニ

フ ォ
ーム は私 たちが職業を判断する時 も便利で

ある 。 例えば警察官，消防士 ，銀行員な ど制服

を着用 して い れば直 ぐに判別で き，私たち も対

応が しやす くなる し，当然制服を着て い る人た

ち も仕事の内容を円滑に遂行 しやす くなる 。 ま

た，
一

方で は皆が同 じ服を着る とい うこ とは ル ー

ル の 存在や ル ール を守る重要性に気付 かせ るは

た ら きも持っ て い る 。 社会には ル
ー

ル とマ ナ
ー

が 存在する 。 幼少の 頃か ら自分の 考えの み で 行

動 させ て い る と，他人と の 関わ りで 社会は成立

して い る の だとい う認識が不足する 。 制服の 着

用は個性が育た な い とい う意見もあるが ，個性

は 自我が確立 され て初 め て 発揮 される もの で あ

る か ら ， 小学校や 中学校で は個性 を作 り出すた

め の基礎づ くりをす る の だ と い う観点で 考えた

方が 妥当で ある 。 自分自身に個性が 意識 される

の は むしろ 成人 して か らで ある と言われ て い る 。

つ ま り， 特に服装な どに つ い ては成人 してか ら

十分 に表現する機会や場が与えられる の で その

時に個性 を発揮すれ ばよ い と い うこ とで ある 。

さ らに，集団の 統
一

を図 っ て 行 くため に は組織

成員 を同 じ条件で管理 して い かなければな らな

い とい うこ ともある 。 その た めに は，校則な ど

を設定す る こ とに よ っ て
， ある程度の 行動 を規

制する必要が でて くる 。 学校は生徒たちを組織

の
一

員 と して ，
一

人
一

人が十分な教育活動を行 っ

て い くため に，学校 と い う組織の 機能を維持 し

て い く必要が ある 。 その ため に も指導や管理 の

面 か らも同 じ条件にす る こ とは，子供の 発達段

階にお い て重要 な教育の要 因である と考えられ

る 。

　（3） 学校 に お ける ミ ニ 社会の 意味

　中学生 に なっ た ら制服 を着用する場合が 多い

が ，そ れだけで はな く， 学校に履 い て行 く靴や

靴下 の 種類や色 まで 決め られ て い る 。 身に 着け

る もの だけで はな く，鞄やサイ ドバ ッ ク などの

持ち物まで 学校が指定して い る場合が少 なくな

い
。 それ に 中学生にな る と，生徒手帳 を持 つ よ

うに なる 。 そ こ には生 徒の 学習 や生活の 心得が

示 され て い る。また，学校で どん な こ とをすべ

きか ， どん なこ と をして は い けな い かな ど，校

則や禁止事項が書い て ある 。 こ の よ うに 持ち物

や行動 の 奨励 や禁止事項に つ い て学校が決めて

い る部分が少な くな い
。 学校で は や っ て良い こ

と とい けな い こ とが ある 。 しか し，その 判断は

ど こ で すれ ば良い の だ ろ うか 。 その 基準 に なる

の が校則で ある。社会 に は沢山の 決ま りや 人間

と して 最低守らなければな らな い 行動の 範囲が

ある 。 子供たちが もし学校 に在籍 して い る間，
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こ の よ うな校則の 存在を認識 する こ とな く成長

して社会人に なっ た とする 。
．何の 前準備 もな．く

社会人に な っ た場合，果た して社会の 中で ル ー

ル やマ ナーに対 して うま く適応で きるの だろ う

か 。 つ まり，学校の 校則は社会の 法律の よ うな

もの で あ り，
こ の 校則が学校生 活に よっ て ，よ

り良 い 社会人 になる た め の準備 を して い る と言

え る の で は な い だ ろ うか 。

　また，例えばチ ャ イム と同時に 席に 着 くとい

うこ とは時間を守る こ との 大切さを教えて い る 。

こ の こ とは，生活 に は個人的で あれ集団で あれ，

時間 とい うもの が存在 して い る こ とを認識 させ

るた め の もの で ある。また ，授業 の 始ま りと終

了の 時に 「起立 ，礼 ，着席」 をする の は事の 始

めに対する気持ちの 引 き締め，勉強を教わ る こ

とに対する礼儀，授業終了の 時の それ は感謝の

気持ち を表すこ とや ，皆が
一緒 に行動する こ と

の 大切 さを教 えて い る こ とに つ なが る。学校行

事で ある体育祭や文化祭の 取 り組み につ い て も

全員が協力 しない と成 り立 た ない こ とを教 えて

くれ て い る 。 また皆が
一

つ の 目標に向か っ て前

進 し， その 目標に 到達 した 時の 達成感や 満足感

を味わ うと い う精神的に 豊 か な情操を養うこ と

に も貢献 して い る こ と に なる 。 こ の よ うに学校

と い う所は 教科の 勉強に よっ て 知識を得 るだけ

の場所では なく，人が人 と して 望 ましい 人格 を

持 ち合わせ た豊か な心を育む所で もある とい う

こ とが で きる 。

　教育の 方法に は種々 ある 。 1930年代に ア メ リ

カ に よ っ て 本質主義が唱 えら れ た 。 そ こ で は教

える こ とを相手が そ の まま受け入れ て真似る と

い うもの で あ り，教 えるべ き事柄 は教 え る もの

の 判 断に よ っ て予 め決め られ て い る 。 それが学

習者に 重 ん じられ ， そ の まま受 け取 られ る こ と

が期待され て い る 。 また，教育者は権威を持ち，

社会的遺産 と して の 文化 を担 い
， 示 し伝える立

場に ある 。 さら に ，本質主義は学校教育におけ

る規律の 重要性を力説 した 。 それに対してデ ュ
ー

イ は 「経験 と教育」（1938年刊行 ）の 中で 本 質

主義に対して経験主義 を唱えた 。 そこ で は学習

者の様 々 な活動が学習 とな り，知的な問題解決

学習の た め の 課題が準備 され，そ の 系統化 され

た課題を解決する とい う学習方法が理論化 され

た 。

4 ．学校教育にお ける人間形成の基盤

　（1） 学校 における学習

　学校では教科書を使 っ て授業が進め られ る 。

こ の 教科書 に は勉 強 しなけれ ば ならな い 知識が

書か れてある 。 で は こ の 教科書 に書かれ て い る

内容 は どの ように して 決め られ る の だ ろ うか 。

わが 国では ，文部科学省が学習指導要領 とい う

もの を定め て い る 。 学習指導要領 とは
， 小学校

か ら高等学校 まで ，そ れぞ れ の 学年で ，教科 ご

とに どの ような内容の 知識 を教 えた らよ い か を

決め た ル ール で あ る 。 こ の 学習指導要領は約10

年に 1回の割合で ，教育の 専門家が集まっ て ，

教育内容に つ い て の 検討 を加え改定され る
。 な

ぜ改定 され るか と言 うと，それ は時代の 変化に

対応 し，社会の 要請に応 えるた めである 。 こ の

学習 指導要領の 主 旨に則 っ て児童 ・生徒が使用

するため の教科書がつ くられる 。 教科書 は民間

で つ くられ る が
， 文部科学省の 審査 を受け

一
定

の 条件 をクリア
ーした もの だけが 教科書 と して

認 め られ ， 使用す る こ とが出来る ように なっ て

お り，こ れ を教科書検定制度 と言 っ て い る 。 こ

の 制度の主 旨は次 の三 つ である 。 国民が受ける

教育は皆同 じもの でなけ れば，他 の 学校 へ 転校

した時に不都合が 出て くる の で ，教育内容の統

一
化を図 る必要が生 じて くる 。 また 同じ レ ベ ル

の もの を学習 しな い と地域や学校 によ っ て 学習

した状態が異な っ て くる 。 例 えば ，
ど こ の 学校

で あ っ て も中学 1年生は同 じ水準 の 学習が行 わ

れ るよ うに 教 育水準の 均質化 を図 らねばならな

い
。 さら に ，国民全 員が 受け る教育で ある か ら

一
方的に偏 っ た極端な考え方 をつ くらない よ う

にする た め に 教育基準の 中立化 を図る とい うと

こ ろ に ある 。

　 また，学習 とい うと机の 上 に教科書や ノ
ー

ト

を出して ，先生 の 説明を良 く聞 き，
メ モ を取 っ

た り，黒板に書かれ た こ とをノ ー トに写 した り

する こ とをイメ ージ と して持 っ て い る 。 私た ち

は学校で の 生活 を通 じて
， 教科書に 書かれ た知
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識以外の い ろ い ろ なこ とがらを知 らず知 らずの

うちに 身に付けて い る 。 それで は学校で はそ の

他 に どん なこ とを学んで い る の だ ろうか 。 学校

で は，教科学習と言われて い る もの の他 に道徳

や特別活動 の 時間が ある
。 また

， 道徳の 時間に

物事の よ り良 い 理想的な姿 を思考 し，そ の姿 を

特別活動 の 時間 に ，
い ろ い ろ な学 校行事や生徒

会行事を通 して，実際に実践する こ とによっ て ，

日常生活 に活用 で きる ように なる能力を養うこ

とも学習の ね らい に な っ て い る 。

　  　学校教育として の 時間概念の 形成

　本来，人々 は 自然の 法則に したが っ て 生活を

営んで い る。 農業が主体で あ っ た時代は
， 今の

社会の よ うな意味で の 時間の 制約は少なかっ た 。

ど ん な時に種を蒔 くの か ，田植 え は何時する の

か
， 収穫 は何時する の か等，すべ て 自然の 法則

に したが っ て行動 して きた 。

一
日の 仕事の 始ま

りも， 日の 出に始まる とい うこ とか らも分か る

ように ，自然 と共存 しなが ら生活 をつ くり上 げ

て きた 。 しか し， 最近の ように作業するため の

機械や電灯 などの 照明器具が発明 され る と，太

陽の 動 きとは無関係で仕事が仕組 まれ る こ とに

な る 。 そ の 様にな る と
， 現在の 社会で は 時間 の

概念は重要 な要因にな っ て くる。 例えば生産工

場で は ある
一

定の 時間内に製品化する こ とが要

求 される 。
つ ま り，人は 限られ た時間で どれだ

け の 仕事が 出来たか とい う観点か ら評価 されそ

れが ，重要 な評価の 基準 とな る 。 また，
一
定の

時間内で 能力を発揮する こ とが重要で あ り，そ

の こ とは社会の特徴を反映 して い る 。 会社勤め

であれ ば何時まで に会社 に出勤す るか とい うこ

とが 決 ま っ て い る 。 人 と会 っ て仕事の 話 をする

時も，何時，何処で会 うの か，どれ くらい 時間

が かか る の か とい うような ことが 重要に なる 。

つ ま り，社会に 出 た ら時間は最 も重要な概念 と

なる と い うこ とに なる 。 学校は言 うまで もな く

ミニ 社会である 。 試験 を一定の 時間内で どれだ

け解答出来たかはこ れ らの構造によ く似て い る 。

学校で は，時間の 重要性に気付か せ，望 ましい

時間の 活用 が で きる能力を養っ て い る と言 っ て

よ い
。

　そこ で ，学校で は時間を表すの にチ ャ イ ム を

使っ て，
一
定の 時間にお ける仕事量 を測る こ と

にな る 。 学校でチ ャ イ ム を鳴 らすの は次の よう

な目的を持 っ て い る 。 それは
一

定の 時間内で ど

れ だけ効率良 く行動で きたか とい うこ とを測 る

た め で ある 。 テ ス トの 時，問題 を解 く場合，全

員が同 じ時間 とい う条件 を揃 えない と個人個人

を測る こ とは出来ない の と同 じで ある 。
つ まり，

時間 を無制限に した場合 ， 時間の 量の増減によ っ

て そ の 結果は異 なっ て くる 。また，社会に 出た

ら時間 を区切 っ て行動する こ とが多い 。 書類の

提出に間に合わ なければ意味がない し， 時間を

守 らな い と仕事に対す る
一

定の 評 価 を得る こ と

は出来ない
。

つ まり，時間を守る こ との 重大さ

を認識するた め で ある 。 その 意味で 時間の 概念

は社会規範の 中で最も重要である と言えるだろ

う。

　（3） 学校 に お ける試験 の 効果

　試験 は何の ため にあ る の だ ろ うか。小学校で

は試験 は授業 の 中で 行われ る 。 それが ， 中学校

に入る と中間試験 や期末試験が授業とは別 の 日

に設定 され る 。 しか も，そ の 時は特別の 時間割

りが 編まれ る 。 学校中が
一

斉 に行わ れ る の で 静

ま り返 り，普段の 学校の 雰囲気 とは異 なる 。 小

学校と 中学校は ど うして こ の よ うな違 い が 出て

くる の だろ うか 。 そ れ は小学校は教科と学級の

担任が一致 して い るが，中学校 は教科担任 と学

級担任が 異なるため で ある 。 学校で 試験が行 わ

れ る 自的は次の ようなこ とである 。 試験に は ル ー

ル があ り，そ の ル ール を子供の 時か ら覚 える た

め である。社会人にな っ た らい ろ い ろ な場面で

試験 を受ける機会が 出て くる 。 試験は学校に入

学 しよ うとする時の み で はない 。 就職試験をは

じめ，会社 に入社 してか らも部署か ら部署に ，

また，仕事 の 内容が変 わる時 も試験 を受けなけ

れ ばな らな い
。 試験に は二 つ の種類が ある 。

一

つ は例えば，自動車の免許 を取る時や，ある資

格 を取得する時 に行われ る試験が あ り，これ を

資格試験 と言 っ て い るが，ある
一

定の 知識や技

能や 態度が身に付い て い るか否か を判断するた

め に行われ る もの で あ観 これ らの 試験 は私た
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ちが何か
一

つ の 職業に 就 こ うとする時 に必ずと

言 っ て い い 程必要にな っ て くる 。 また，二 つ は

例えば，学校へ 入学する ため の 入学試験や会社

に就職する た め の 入 社試験等 は限 られた人数

（定員）が設定 され て お り，
一

定の 定員 を決め

る ため の もの で あ り，こ れ らの 試験 を競争試験

と言 っ て い る 。 定員が決め られて い る場合は抽

選 とい う方法 も考えられ るが，
一定の 知識や技

能や態度が 身に つ い て い る こ とも条件となる場

合は こ の競争試験 を行 わ ざる を得 な い
。 ある イ

ベ ン ト会場 の入場者 を選 出する場合 な どはそ の

ようなこ とが必要で は な い の で 試験 な どは行わ

れない
。 本来の 試験は他の 人 とは関係 な く，試

験の 結果 に よっ て ，自分 自身が現在，知識や技

能や 態度が どの よ うな状態 にある か を見 る ため

の もの で ある 。 こ の よ うな試験に よ っ て ，ある

限 られ た 範囲 に お け る 一定の評価 が行わ れ る が
，

学校で行 っ て い る中間試験や期末試験がそれで

あ り，この ような評価 を絶対評価 と称して い る 。

また
， 学校 で行 っ て い る試験 は受験 とい う体験

を通す こ とに よっ て，社会 に出てか ら出会 う試

験 に対する正 しい 認識を持ち，理解を深め て 円

滑 に適応で きる よ うにす るため で もある。

5．学校教育にお け る教師

　（1） 教 師の 法的位置付け

　教職 とは教育職員を略 して表現 して い る もの

で ，制度化 され て い る こ とが条件に な っ て い る 。

したが っ て ，学習塾教師，家庭教師の 場合 は制

度化され て い ない か ら教職 とは表現してい ない
。

つ ま り，学校の 教師 とい う職業 を制度か ら とら

えた概念で ある 。 また，教師に 関わ る 日常的な

表現 と して 「先生」は最 も広義に使用 され る言

葉で あ り，例えば，学校 の 教師の他 に 政 治家，

医師 ， 保育士，専 門家 などが 上 げられ るが，職

業名 と して は学校教 師に 限 られ る 。 また，こ れ

は，敬称語 ， 自称語，職業名の 概念 を持 っ て い

る
。 「教師」は普通 ， 学校の 教 師 を意味 して い

るが法定用語で は な く， 俗称，通称で ある の で ，

他に家庭教師，学習塾教 師な ど
， 学校以外の教

育 を担う職業人
一般 を指して い る。「教員」 は

雇用 者が 認知した職名 を指す法定用語であ り，

国家公務員の 場合は 「教 官」 と呼ん で い る 。 民

間の研修所，塾，様々 な教育機関で も用い られ

るが教師 よ りも意味は 限定 され て い る 。 「教職

貝」 と は 免許法 ， 人材確保法な どで 用 い る 用 語

であ り，事務職員や栄養指導職員も含 まれる 。

「教諭」は学校の 教師に限定 され ，職位を表す

法定用語で あ り，校長，教頭 ，講師な どと並ぶ

用語で ある 。

　法律か ら見 た 教職は
， 義務教育標準法 ，

人材

確保法，給与特別措置法 ， 中立性確保法，教育

職員免許法， 教育公務員特例法が 基盤 とな っ て

い る 。 教職の もっ て い る意義は ，  子供の 人格

形成 に あ り，学習指導 と生 活指導に よ っ て 人 づ

く りをす ると い うと こ ろにある 。 そ の 中の 学習

指導は教科の 指導を通 して言語 ， 数的処理能力 ，

思 考力，社会の 仕組み と歴史，自然の 現象など，

主 と して 知的な側面 を担 うもの で あ り，生活指

導は集団生活 を通 して の ル ール を体得 し， 社会

性の 発達を助長 して 道徳性 を養うもの で ある。

その た め には教 師は高 い 人格 と豊か な人 間性が

求め られ，未熟 な児童 ・生 徒が成長す る過程 の

援助者 となるべ きで ある，  社会 ・国家 ・地球

の 発展へ の 寄与 しなければならず，社会 ・国家 ・

地球 との 関わ りに お い て児童 ・生徒の 成長を位

置付け，学校 と地域社会の 連携の 重視，地球環

境の 保護 な どの 教育課題 ，人類の 発展 に寄与す

る こ とに励まなければ ならない t   地域の 文化

的創造 へ の 貢献 と して
， 学校開放 ，

PTA 活動

の 活性化 ，地域懇談会，保護者会などを通 して

地域文化 の創造に 資する と こ ろにある 。

　  　社会か ら観た教師観

　日本の 伝統 的教 師像 と して は唐沢 富太郎が 人

格主義的教師像 として位置付 けた もの が基盤 と

な っ て い るが ，教 職観は 時代 に よ っ て 異な り，

戦前 と戦後で は そ の 考 え方は大 きく変化 して い

る 。 また，国に よ っ て も異 なり西洋 と東洋 （日

本）で は異 な っ て い る。専門職観に つ い て は昭

和46 （1971）年の 中央教育審議会答申 「学校教

育の 総合的な基本施策に つ い て」の 中で ，  高

い 専門性，  職業倫理，  特別の専 門的職業で
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ある と し，また，平成 9 （1997）年 に第15期の

中教審答申で は実践的指導力 を強調 し，教育職

員養成審議会 の 答申の 提言で も，  地球的視野

に立 っ て行動するため の資質 ・能力 ，   変化の

時代に 生 きる社会人 に 求め られ る資質
・能力，

  教員の 職務 から必然的に求め られ る資質 ・能

力を提言 し ， さらに ， 平成11 （1999）年 に教養

審は  教師に対 して社会性 を付与する ，  社会

人 を教師 と して 活用す る ，   教師と社会 との 交

流 を図 る こ とを提言 し，む しろ教師 の
一

般社会

化を意図して い る とい える。

　学習者サ イ ドか ら見た教師観で は ，ベ ネ ッ セ

教育研究所の 調査 に よる と小 学生 の 場合，満足

度の 高 い 項 目と して は，  子供と一緒に 遊ん で

くれる ，  間違 えた時 は素直に謝る ，  何 か決

め る時話 し合 い を大切 にす る等が挙が っ て お り，

心身の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を欲 して い る こ とが

伺え る 。 また ，満足度の 低い 項目としては ， 

忘れ物 をする と厳 しく叱る，  先生 の言 う事を

聞か ない と厳 しく叱 る，  遅刻や 時間に厳 しい

な どが挙が っ てお り， 厳 しさを求め ない 現代社

会 の 風潮 をその まま受 け継 い で い る感があ る 。

こ の傾 向は 中学生，高校生 ，大学生 に も共通 し

て い る 。 また
， 中 ・高校生 は，  自分の 高校や

大学受験の 頃の 話や学生 時代の話を して くれる，

  大学生の 専門分野の 内容 を熱心 に教 えて くれ

るなどが 好まれ て い る こ とをあげて お り，教師

の 人間性が意識 の 中心 を占め て い る と言える 。

　（3） 教師の 仕事の特質

　教師とい う仕事へ の 期待感 として は
， 教師像

を体験か ら象徴化する傾向にあ り，例 えば，

「金八 先生 」や 「二 十四 の 瞳 の 大石先 生」 の よ

うに
，   誰に対 して も公平で 熱心 な先生，  生

徒の 気持 ちを理 解 して くれ る先生，  気楽に相

談に 乗 っ て くれ る先生，  面白 く冗 談を交えて

教えて くれ る先生，  分か りや すい 言葉で 説明

して くれる 先生 などが挙げ られ て い る 。 教師の

仕事の 特質と して 稲垣 忠彦は，  教育実践 を通

して教育理念 を実現 し検証する仕事である， 

人間が 人間に働 きかけて変化 をもた らす仕事で

ある，  特定の 教材を介 して集団を通 して個別

的 に働 きか ける仕事である ，   教師 と生徒の 相

互作用 の 過程に よ っ て成長 して い く仕事で ある，

  時代や社会の教育観，政策制度 に よっ て行わ

れる仕事で ある を挙げて い る 。

　こ れか らの教師は，新 しい 時代 つ ま り IT時

代だか ら こ そ ， 21世紀 は人間の世紀で あ り，人

間が人 間ら し く生活する こ とがで きるために ，

地球的視野 に立 っ た観点で課題 をとらえる よう

な多面的な ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム が求め られ る と 言 え

よ う。

6．教師の役割と仕事

　（1） 教員養成の 歴 史

　わが国は 明治 5 （1872）年に 「学制」を施き，

20歳以上 で 師範学校卒業者 を免許状取得者 と し

た 。 明治 6 （1873）年に官立東京師範学校 を設

立，明治 7 （1874）年に女子師範学校，明治 8

（1875）年に大阪 ， 宮城 ， 愛知 ， 広島 ， 長崎，

新潟に官立師範学校 を設立 したが ，財政難 を理

由に 次第に廃止され た 。 また
， 明治 13 （1880）

年 の 改正教育令 に よ り，教員資格者に は師範学

校卒業証 書 と免許状 を府県知事が授与する よ う

にな っ た 。 こ れ まで 教員 資格 は 師範学校卒業

証書 と免 許 状 を要件 と し て い た が ，明 治 18

（1885）年の 「第 3次教育令」 に よ っ て 免許状

が
一

本化され，師範学校の 卒業生 も免許状が必

須 となっ た 。
こ の 時か ら現在 まで 教員資格 は免

許状主義 に な り，明治23 （1890）年か ら，免許

状は終身有効 とな っ た 。

　明治19 （1886）年に初代文部大臣で ある森有

礼が 「師範学校令」 を公布 し，順 良 ・信愛 ・威

重の 気質の もとに府県立師範学校及び尋常師範

学 校 を全 国的 に 整 備 した 。 続 い て 明 治30

（1897）年に 「師範教育令」 を公布 し，高等 師

範学校で は師範学校，尋常中学校 ，高等女学校

の 教師を養成 し，女子高等師範学校で は師範学

校女子部 ， 高等女学校の教 師を養成 し，尋常師

範学校で は小学校の 教師を養成 した 。 その結果，

師範学校数 と生徒数が急増 した 。 終戦直後の 教

員不足に伴い ，学芸大学の卒業者には小 ・中学

校，大学卒業者に は高等学校の 教員免許状 を交
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付 した 。 また，各県の 国立大学に学芸学部また

は教育学部を設置 し，臨時の 教員養成所 も設置

した 。 さ ら に ，昭和 41 （1966）年〜昭 和 42

（1967）年に かけて 全国の 学芸 大学は 教育大 学

に国立大学の 学芸学部は教育学部に改組 された 。

　近 年 の 教員 養成 の 現状 を見 る と， 平成 9

（1997）年に教育職員養成審議会 は 「新た な時

代に向けた教員養成 の 改善方策に つ い て」 を答

申し，各大学の 自主性を尊重 し科目 として の大

枠を示 し，必要な事項 を踏 まえ，創意 ・工 夫す

れば設定で きる よ うに した 。 また ，「教職 の 意

義等 に関する科 目」では 「教師 とは何か」， 「教

職 とは何か」 を，「総合演習」で は地球的視 野

に立 っ て行 動 で きる資質 ・能力を育て る よ うに

し，「介護等体験 」を 7 日以 上 ，特殊教 育諸 学

校や社会福祉施設で介護等体験や奉仕活動 を行

うように した 。 最近 の 教員免許制度 の 動向と し

て は ，平成 14 （2002）年に中 央教 育審議会 が

「今後の 教員免許制度の 在 り方 に つ い て」 を答

申 し，  教員免許状の 総合化 ・弾力化の 方向性

と して ，中学校免許状に よ る小学校専科担任の

拡大 （音楽 ・美術の 他 に も）， 隣接校種 の 複 数

免許取得，特殊教育総合免許状の創設，  教員

免許状更新制の 可能性 と して ，教員の 的確性の

確保 ， 教員の 専門性の 向上
， 教員評価シ ス テ ム

の 導入 ，  特殊免許の 活用促進 と して ，社会人

活用の 必要性，授与要件の 緩和 ，社会人特別専

攻の 実施の促進 な どに つ い て 織 り込 んだ 。

　（2） 教師の 教育活動

　教師の法的役割 は学校教育法第28条に 「教諭

の 職務」 と して ，「児童 ・生徒 の 教 育 を つ か さ

どる」 と定め て い る 。 こ の解釈 を巡 っ て ，「授

業以外 は しな くて よい 」とする考え方が あるが ，

「学習指導要領」 と 「学問の 自由」の 観点か ら，

教諭 は教育の 機会均等 と の 関係で従事 しなけれ

ばな らない こ とか ら考える と こ の 解釈は妥当で

はな い
。 した が っ て ，授業 を行うため に付随す

る もの は全 て を含 む と解釈 しなけれ ば な らない
。

教師はそ の 役割に つ い て ，  学習指導へ の 自信，

  児童 ・生 徒 と の 触れ合 い
，   家庭 ・地域 との

連携につ い て意識 し，創意 ・工夫 し自主的な姿

勢 を大切に しなけれ ばな らない 。また ，学校組

織の
一

員であ る こ とか ら ， 上 司 の 指揮 ・監督を

受け る こ と に なる。教師に課せ られた仕事 と し

て は，  なぜ こ の教材で教 える の か，  なぜ こ

の 方法で 教 える の か ，  こ の教材や方法は生徒

に と っ て どの よ うな意味と価値 を持 つ の か と い

うこ とを常 に意識 して従事 しなければならない
。

また，教師 の 仕事 の 特質は  教育実践 を通 して

教育理念を実現 ・検証す る，  人間が人間に働

きか けて 変化 を もた らす技術 を もつ こ と，  教

材 を介 して児童 ・生 徒に 集団に働 きか ける個別

的な仕事で ある ，   教師の 力量が生徒 との 相互

作用の 形で 形成 される
，   時代や社会の 条件や

規制の 基に行 わ れ る仕事で あ り，教育観 政策，

制度 ， 学校規模の 条件の もとで 仕事 を遂行する

こ とに なる 。

　教 師の 仕事の 内容を見る と
， 教育課程に 関 わ っ

て は，  教育課程 の 編成，  指導計画の 作成が

あ り，学習指導と授業にお い て は ，   授業の 目

標設定と設計，  教材の効率的活用 と教科書使

用の 義務，  テ ス トと教育評価 に努め なけれ ば

ならない
。 また，生 徒指導と特別活動の 指導に

つ い て も同様の こ とが言 える。学級担任 と して

は学級経営に関わ っ て ，  学級 目標の 設定， 

児童 ・生徒の 理解 と人 間関係の 改善，  学級指

導 と学級活動の 実践 ，  教室環境の整備，  学

級事務，  保護者 ・PTA との 連 携 ・協力， 

学級 経営の 評 価，そ の 他 には，校務分 掌 と学校

経営や学校評価と学級経営評価な どが挙げられ

る 。 教師 は実 際 の 教育活 動 として は行事に関 わ

る内容が重要 な位置を占め て い る 。 例 えば 1学

期で は，入学式，始業式，学級開き，授業計画，

対面式 ， 歓迎遠足 ， 健康診断，家庭訪問，体育

会 ， 中 間テ ス ト， 期末テ ス ト， 通知表作成 ， 終

業式，夏休み の 指導，PTA ，校外指導， 2学

期で は，始業式，体育会，文化祭，社会見学，

修学旅行 ， 交通安全教室，健康保健指導，防災

訓練，通知表作成，終業式，冬休み の 指導，保

護者面談 ， 生 徒会総会 ，
3 学期で は

， 始業式 ，

受験指導，進路指導，卒業関係行事，卒業式，

修了 式な ど年 間を通 して 相当の 指導項 目 に つ い

て の 遂行が 求め られ る。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kurume SHIN-AI women's College

NII-Electronic Library Service

Kurume 　SH 工N −A 工　womenTs 　College

58 教 師養成を規定する 学校教育観

　教師は地域 の 指導者で もあるか ら，教 師自身

が地域 に出向 き，子供会や 成人教育活動 に参加

し，居住地域 と勤務地域 に お い て ，家庭や地域

との 連携 を図 っ て開かれた学校づ くりを しなけ

れば な らな い
。 また

， 総合的な学習の 時間に お

い て は，児童 ・生徒へ の 校外学習の 計画指導を

行 い ，地域の 人材を活用 し ， 地域の もの を教材

化す る資質 ・能力が 求め られ る 。 さ らに ， 平成

12 （2000）年に制度化 された学校評議員制度で

は，  保護者や地域 の 意向の 反映 ・把握 ，   保

護者や 地域か らの 協力，  学校 と して の 説明責

任な どの 目的や機能 を持た せ て い る が ，
い ずれ

に して も社会や時代の 要請 に幅広 く対応で きる

資質 ・能力が 要求 されて い る 。

　（3） 教育職員の 職務と服 務

　人 が教育職 に従事するため には教育職普通免

許状 （専修 ・1種 ・2種）の 取得が要件 となる

が大学 （高等教育機関）に お ける教職課程履修

者に対 して
， 大学 を設置 して い る都道府県の 教

育委員会が 交付す る 。 公立学校職員は地方公 務

員，私立学校職員は法人教育職員 となる 。

　教員の 職務上 の 義務 と しては，  服務の宣誓，

  法令等に従 う義務 ，  職務専念の義務があ り，

身分上 の 義務 と して は，  信用失墜行為の 禁止，

  秘密 を守る義務 ，   政治的行為の 制限，  争

議行為等の 禁止，  営利企業等の 従事制限があ

る 。 職員は全体の奉仕者で あ り，職務専念の義

務 を有するが ， 身分が 保障 され て い る 。 また，

身分保障は争議行為の禁止の代償措置の
一

つ で

あ る 。 「分限」処分に は降任，免 職，休職，降

給，失職があり，  勤務成績不良，  職務遂行

に支障，  適確性 を欠く場合 に適応 され る 。

一

方 ， 「懲戒」処分 に は
一
定の 制裁措置が なされ，

  法令 ・条例に違反，  職務上 の 義務違反， 

ふ さわ しくない 非行行為の場合に適応 され る 。

勤務時間は労働基 準法第32条に よ り， 1 週間は

40時間， 1 日は 8時間 とな っ て い る 。 学校の場

合 は条例 な どに 基 づ い て 校長に
一任され る。割

り振 りの 特定 と して は，  勤務 を要す る 日の特

定 ，   勤務 日に お ける時間数の 決定，  勤務 日

にお ける勤務終始時刻の 決定，  勤務 日におけ

る休憩時間の 配置，  勤務 日に お ける休息時間

の 配置が ある 。 休憩時間とは
一時的 に勤務か ら

解放 される時間で あ り，  途中付与の 原 則， 
一
斉付与の 原則 ，   自由利用の 原則が付加され

て い る。また，休息時間 とは軽度の 疲労回復の

ため の 手休めの 時間であ り，こ の 時間は勤務の

時間 に相当し，自由利用 の 原則の 適応外 とな っ

て お り，私用の 外出を認めて い ない 。

ア．学校に お ける教育の 管理 と運営

　（1） 学校管理 職等 の 役割

　 「校長が変われ ば学校 が変わる」とい われる

が ，こ れは校長 の リ
ー

ダ
ーシ ッ プの 在 り様を表

現 した もの で ある 。 校長がリ
ーダーシ ッ プ を発

揮で きるた めには ，  学校教育 に関す る将来展

望 と経営理念 を確立 して お くこ と
，   組織成員

の 統
一

的志向を図る力 ，   個 々 の 教師を育て る

た め の 方策と実践力が備わ っ て い なければ なら

ない 。 校長には，学校管理職の権限 として． 

物的管理 （material ）（施設設備，教材教具 の

管理 ），  人 的管理 （皿 an ）（服務監督指導），

  財政管理 （money ）（予算編 成 と執行 ， 教職

員 の 給与管理 ），   運 営管理 （management ）

（組織編成，教育課程 の編成，学習指導）が 与

え られ て い る 。 学校の 裁量権 と して は ，  授業

1 単位の 時間の 決定や 時間割 り，  総合的 な学

習の 時問の カ リキ ュ ラ ム ，  学校行事等がある
。

学校教育におい て ，教育活動 を効果的 に遂行す

るため には ， 学校の 管理規則が 円滑 に運用され

なけれ ばならない 。 日常的な管理 の 例 と しては，

  人事に関わ る服務や組織の 編成 ，   教育課程

に関して は時間割 りや教材の 取 り扱い
，   施設

設備に関 して は体育館の 貸与等がある 。

　 また，同 じ教育管理職である教頭の 場合，そ

の 職務と して は，  校長の補佐 と校務の 整理 を

し，学校全 体の仕事を調 整する，  校長の職務

代理 （本人に代わ っ て事を処理 する こ と）と代

行 （本人 に代わ っ て物事を行うこ と），  必要

に応 じて 児童 ・生 徒 の 教育 をつ か さ ど る こ とな

どがあるが，教頭 は 「扇の要」で あると言われ

る よ うに，校長 と教職員の パ イ プ役 と して の 重
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要な職務を担 っ て い る 。 また，教頭 の リ
ーダー

シ ッ プは 「調整機能」で あ り，それ には，  校

長の 学校経営の 理念 を教職員 に理解 させ るため

の垂直的機能，  校務分掌上 に お ける意見統
一

を図る た め の 調整 と して の水平的機能 があ る 。

　中央教育審議会は昭和46 （1971）年に ，「指

導職」と して
， 主任の 制度化 を答 申した 。 中学

校の 場合 ， 主任とは，○教務主任，○学年主任，

○生徒指導主事 ， 進路指導主事 ， 教科主任 ， 保

健主事 （教諭 または養護教諭 ），事務 主任 （事

務職員）が あ り，○ 印の 主任 に は 1 日 200円 の

手当て が支給され る 。 主任制度の 制定に あた っ

て は
，   校務分掌の 仕組み を整える ，  全国的，

日常的 に共通 して い る もの を整理 する ，   職務

内容 として 連絡調整，指導助言 に あたる こ とを

基本 的な考え方と して 行っ た 。 主任 として の 持

つ べ き資質 として は，  職場で の 信頼性があり，

人望 が厚い こ と，  経験豊かで ある こ と，  中

立 的で判断力 ・実行力に長 けて い る こ と が求め

られ る 。

一
方，主任は，  管理職の 補佐的業務

’

を遂行する，  担当事項に つ い て の 連絡調整 を

行 う，  担当事項に つ い て の 指導を行うこ とな

どの 機能を有 して い る 。

　  　学校 の 組織文化

　学校現場で は民主 的な職場集団の形成 として

の 誤 っ た考え方が ある 。 民主 的とは組織の 全 員

が同 じ仕事 をする こ とだ と考えて い る 。 その よ

うな職場で は職位 （校長 ・教頭 ・教諭 ・養護教

諭 ・司書教諭 など）を認め よ うと しない
。 こ の

様 な組織で は 「誰かが や る だ ろ う」 とい う認識

に立 っ て い るが，実は こ の こ とは結果と して ，

「誰 もや らない 」とい うこ とにな る 。 学校 を構

成 して いる教師は全員が 学校教育 目標の 具現化

に向か っ て同
一
歩調で活動 しなければならない 。

しか し，組織成員の 中 に校長を敵対視 し，校長

は体制側に 立 っ た人間で あ り，自分達とは立場

が違 うとい う組織文化をつ くり上げると
， 敵味

方の 関係に なり，望ましい 学校文化 を形成する

こ とは で きない
。 そこ で ，こ の 様な組織文化を

どの 様 に し て 変え る か とい うこ とに な る が ，そ

れに は主任制度 をい か に して確立 するか とい う

こ とになる 。 また，その ためには ，校務分掌の

機能化を図 らなけ れば な らない
。 校務分掌の 形

態には二 つ の タイプがあ り，その
一

つ は単層構

造で ある 。 これは単な る公 務の分担であ り，縦

の つ なが りが な く，指示命令の系統や責任 の 所

在が 存在 しな い
。 もう

一
つ は重層構造 と称して

い る が ，こ れ は縦と横の つ なが りが ネ ッ トワ
ー

ク化 して お り，主任同志の 連絡 ・調整が取れ，

機能する こ とが で きる 。 本来，校務分掌の持 っ

て い る意味は指導 ・指示 ・命令系統や責任の 所

在が 明確である 「ラ イ ン組織」と活動の 効率化

や 目標達成の ため の 円滑化 を目指 した 「ス タ ッ

フ組織」か ら成 り立 っ て い る もの で あ り，校務

分掌の 機能化 こ そが 望ましい 学校文化や組織文

化 を形成する こ とになる。

　教師集団 （組織成員）の 組織文化が ど の よ う

な状態で あるか は 生徒 に対 して大 きく影響 を し

て くる 。 例 えば，情熱的，覇気的，開放的，積

極性，明る さ は そ の まま子 供 の や る気 に つ なが

る 。 学習 集団 として の 規律の 確立を図るた め に

は ，コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 訓練や グ ル

ープ内で

の発言の仕方な ど，学習の 仕方 と して学校挙 げ

て取 り組 まな い と，「なぜ 僕た ちだ け………」

とい う疑問が で て くる 。 また，自主性を育て る

ため には生徒会活動の 取 り組みが重要 に な っ て

くる 。 達成感，充実感，満足感が湧 くよ うにす

るため には ，生徒会活動で は生徒に関わ らせ な

が ら，教師全体が取 り組 まなければな らない が，

そこ に は生 徒が動 くよ うに なるた め の 教師の エ

ネル ギーが必 要に な っ て くる 。

　（3） 学校 にお ける文化の 創造

　学校には その 学校特有の 雰囲気がある 。
こ れ

を学校文化 と称 して い るが ，こ の こ と に つ い て

シ ャ イン は学校文化の 定義を 「ある集団が外部

へ の 適応 と内部 の 統合 とい う課題に対 して 学習

した り，作 り出 した パ タ
ーン で ある」として い

る 。 企業体は経営の 戦略が 明確で ある 。 それは，

企業体は学校 と違 っ て ， 典型的な成果をみるこ

とが で きるか らである 。 例 えば，企 業体で は仕

事に対する意味が 理解 され て お り，仕事 自身に

目標があ り，情熱 を持っ て打ち込み，業績が た
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だ ちに評価で きるか らで ある 。 しか し，学校の

場合は明 らか に固有の 文化 を持 っ て い る 。 そ れ

は，非合理 的な制裁や 道徳律か ら くる
一

連 の 習

俗が習慣化 し，人間関係がか らみ，伝統や伝統

保持者 に よ っ て 複雑な しきた りを つ くりだすか

らで ある 。 学校文化の形成要 因と して は，  正

義や 大勢で はな い 根回 しに よ っ て ，強 い 影響力

を持 っ た人材が，「こ の 学校 は こ れで 通 っ て き

たの だ」 と い う主張が習俗 として 強 く働 くか ら

で ある 。また，  職業観的立場か らみ る と丁聖

職者論 として の 仕事 を中心 に おい て考えた時の

学校の 雰囲気，労働者論 と して の 時間 を気 に し

なが ら仕事をする，自分の 仕事以外は しない ，

何で も雑用 とい う形 で片付 けて しまう， 教師は

専門者で あ り，専門外の 他 の 仕事に関わ ろ うと

しない などが挙げられる 。 さらに ，   児童 ・生

徒論の 立場か ら見 る と子供の 実態把握の誤 っ た

捉え方，子供 の要望 をど の ような観点で理解 し，

取 り入 れ る か
， 子供 た ちへ の ご機嫌伺 い ，本音

と建て 前論の 使 い 分け，時代が違 うとい う構え

な ど が学校文化 をつ く り上 げて い る 。

8．現代社会 と教師像

　（1） 現代社会の 教師へ の 期待感

　日本の 教師と い う教職観 は
， 戦前の 中心的な

見方で あ っ た 「聖 職者 と して の 教師」，戦後の

「労働者 と して の 教 師」， 最近の 「専門職 と して

の 教師」 とい う変遷を見 る こ とがで きる 。 まず，

その 中の 聖 職者論 は
，   人間的品格が高 い

，  

他人の 模範となる行動や態度を備 える，  教育

に対する強 い 使命感，
’
  世俗の 欲得に とらわれ

ない 清楚感，  自己 の 営利 を超えて 教育 に対す

る姿勢など の要素を備えて い なければならない
。

次に労働者論は．教師 も労働者の 一
人 で あ り，

教師 も家庭 の 営み を し，経済的保障の 必要性 を

社会 に ア ピー
ル する姿勢 を示 した 。 しか し，教

育課題の 山積か ら最近で は新た に専門職論が提

唱 され て い るが，その 専門職の特性として は，

  仕事の 範囲が明確で ある，  社会に不可欠な

仕事を独 占的 に行 う，  高度な専 門技術 を用 い

る ，  長期 の 専門的教育 を必要 とする，  広範

な自立性が与 えられ る，  判断や 行為に対 して

責任 を負 う，  営利 では な くサービス を動機と

する，  自治的組織 を形成 して い る，  運用に

つ い て 倫理 的綱領 を持 っ て い る などが挙 げ られ

て い る 。

　  　学習者か ら見た理想教師像

　 マ ス ・メ デ ィ ア の
一

つ で あ る テ レ ビジ ョ ン は

意図 的または無意図的に関 われず，大 きな教育

力 を持っ て い る 。 テ レ ビ に現れ る ドラ マ は 社会

の 要請や背景を写 し出 して い る 。 し
．
たが っ て ，

テ レ ビ に おける学園 ドラ マ で 取 り扱われ る教師

像 も社会の 声で ある と捉 える こ とが 出来 る だ ろ

う。テ レ ビ の 放 送が 本格 化 し た の は 昭和 39

（1964）年 に開催 された東京オ リ ン ピ ッ ク が そ

の 契機とな っ たが ，その 直後の 昭和 40年代に学

園 ドラマ の 幕開け とな っ た 。 当時 の ドラマ に登

場する教師は青春 ドラ マ の 主人公 で あ り，生 活

感 を出さない ，教師とい う職業 をカ ッ コ よさ と

して 捉える ア イ ドル 的存在と して の位置付けで

あ っ た 。 当時の 社会背景は ま さに学園紛争激化

の 時で あ っ た 。 そ こ で ， 登場する教師は 「青春

と は なん だ」 に代表され るス ポ ー
ツ 万能で根性

がある い わゆ る 「ス ポ根型教師」が描かれた 。

昭和 50年代に入 り， 描かれ る教 師に も変化が現

れ は じめ ，教師の人間性 を求め る姿が写 し出さ

れ る よ うに な っ た 。 そ こ では ， 教師は生徒の 人

間 味以 上 の 存在で あ り，「熱 中時代」 の 熱中型

教 師は人 と人 との 結び付 きを大切 に し ， 人間味

あふ れ る はみ 出 し教師で あ り，「ゆ うひが 丘 の

総理大臣」は生活を営ん で い る生活者型教師で

あ り， 教師は生徒 か らガキ大将的存在 と して慕

われ，人情型教 師の 「金八 先生」は感激や 人情

味に溢れ ， 教育に対する情熱 生徒へ の 愛情の

深さを描 き出 して い る 。 こ の 時代に とられた教

育政策 は人材確保 （給与の 引 き上 げ）であ り，

給料生活者の 側面 と教育に対する情熱 ，
生徒へ

の 愛情の 深 さを合わせ持 っ た姿を描 き出して い

る 。 昭和 60年代に入 り非行の 増加 と低年齢化が

社会問題化 し，理想追求型教師 と して 「うち の

子にか ぎっ て 」，「教師びんびん物語」，「ス ク ー

ル ・
ウオーズ」は ま さに社会 の背景 を写 し出 し
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た ドラ マ であ っ た 。 さ らに，平成に入 り男女共

同参画社会とな り，女性教師へ の 期待が高まり，

「ハ イス ク ール 落書」で は ッ ッ パ リや落ち こ ぼ

れ を相手に大奮闘 した 。 こ の 時代に女性管理職

も急増 して い る 。 近年に な っ て，個性派教師と

呼 ばれる問題教 師とス
ーパ ーヒ ー

ロ
ー教 師が取

り上 げられ，「学校が あぶ な い 」，「GTO 」， 「ヤ

ン キ
ー
母校に帰る」で活躍 して い る 。

　こ の こ とか ら，テ レ ビ ドラ マ に登場 した教師

の 条件 と して は
，   行動が機敏 ・元気はつ らつ ・

新鮮な感覚，  家庭 に縛 られ な い ・生活感が な

い
，   カ ッ コ 良 さ ・あ こ が れ ・ア イ ドル 的存在，

  熱血感 ・熱意 ・純真 さ，  新米教師 ・未熟 ・

経験 の 浅 さ等 を共通点 として取 り上げる こ とが

で きるが ，総 じて テ レ ビ ドラ マ は学校現場が如

何 に して 社会の 要請に応 えるべ きか と い う課題

を投げ掛 け て い る よ うに 思わ れ る 。

　（3） 21世 紀の 理 想的教師像

　文部科学大臣 の 諮問機関で ある中央教育審議

会 は教 育問題全般 につ い て の提言を行 う機関 と

して ，昭和 33 （1958）年 に発足 し第 1 回総会 を

開催 し，現在まで に34の答申を行 っ て い る 。 こ

の 中教審が 「教育に関わ る地 方分権 の 推進や行

政改革の 推進」 と題 して 学校の 主体的な経営，

地域の 特色 を生かす 自主 的なカ リキ ュ ラム の 編

成，幼 ・小 ・中 ・高の
一

貫教育，幼稚園か ら小

学校低学年を枠組み した幼児学校構想，中 ・高

一
貫教育 を 目指 した中等教育学校を柱とする提

言を行 っ た。具体的に はゆと りや学校週五 日制

との 関係 にお ける児童 ・生徒の 学力問題，総合

的な学習 の 時間や指導方法の改善を図っ た個性 ・

主体性重視 の学習指導の 在 り方，児童 ・生徒の

問題行動や い じめ ，不登校，薬物使用 ，フ リ
ー

タ
ー

に対応す るため の 心の教育の 重視，開かれ

た学校経営や学校評議員制度の 導入に 伴 っ た地

域 に根差 した開かれた学校づ くり，教育の 自由

化 （市場化）を前提 とした学校の 選択制 ， 生涯

学習体系を基盤に据 えた教職員の 地域社会へ の

参加や学校施設の 地域へ の 開放 な ど新 しい 学校

教育の方向が示 されて い る 。

9．ま とめ

　教育課程審議会は21世紀の新 しい 教育に対応

する学習指導の 在 り方の
一

つ として新 しい 学力

観 を提唱 した 。 こ れ ま で の 学習は知識の 量 （記

憶量）を図る こ とを観点と した評価が 行われ て

きた 。 しか し ，
こ の 新 しい 学力観で は，「生 き

た学力」 を習得する こ とを基盤に据えた学習を

前提 として い る 。 そ こ で
，

こ れらの 目標を達成

するため に 「総合的な学習の 時間」を制定 した 。

こ の 時間 の大 きな特徴はそ の 道の 専門家をゲ ス

ト ・テ ィ チ ャ
ーと して 活用する地域 の 人材活用，

地域 の伝統的文化行事 ・お祭 り等を学習の 素材

にする 地域の 文化の 教材化な ど教育課程 の 弾力

的運用が求め られる 。 具体的に は学校教育目標，

児童 ・生徒の 実態 ， 地域の 特徴 を踏まえながら，

カ リ キ ュ ラ ム の 自主的編成 を行 い ，児童 ・生徒

に 主体的に取 り組 ませ る活動であ る 。 指導内容

と して は，文部科学省の 事例で は 「国際理 解」，

「情報」，「環境」，「健康 ・福祉 」 な ど を挙げて

い る 。 また，主体的な学習態度の 育成 を 目標 と

するため に ，問題解決学習的 な指導方法が 中心

となる 。 実施 に当た っ て は週 2 〜 3の 指導時間

数に よ っ て学級担任が 当た る が
，

い わ ゆ る 通知

表などで の 評定は行わない 。 教科書 を使用 しな

い ため ， 各学校の 実態 に即 した副読本の作成な

どが努め となるであろ う。 指導課程 として は，

学習課題の 発見 ・設定 → 学習活動の 計画 ・立 案

→ 課題解決活動 → 活動結果の まとめ → 学習成果

の 発表→日常生活へ の活用 などが考えられる 。

い ずれ に して も，新 しい 学習 指導 の 方法を教師

自身が実践的に研修 を積むこ とに よっ て，社会

の 変化に対応 で きる指導力 を身に付 けなけれ ば

な らな い 。そ の こ とが 教師と して の 資質 ・能力

を高め る こ とになる 。
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